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の進展を明らかにするためＲ三Ａ、Ｒ三Ｂ、およびメコン川ルート上の国境地域における越境通行量、国境貿易（表１参照）および経済特別区の開発動向や課題を提示したい。●ラオス ・ ルート （Ｒ三Ａ）
タイのチェンラーイからチェンコン間は、
国道一〇二〇号線で一一五キロあるが、山岳地域を通過している。チェンコンとラオスのフアイサーイはメコン川で隔てられている。ラオス区間は、ボケオ県と アンナムター県を通過しており沿道の山々 は中国の投資によりゴムの植林が急速に増大している。チェンコン＝フアイサーイ 境
チェンコン港は、バンコクから国道一号
線で八三〇キロあ チェンラ からさらに北東に一五〇キロ程離れている。毎年約二〇万人が、チェンコンとフアイサーイ間を往来している。車両は、〇七年のタ への入国は 七二〇台、タイからの出 は二八二七台である。ヒトと車両の往来は、増大しており経済活動の活発化を示している。
ラオスとの国境貿易は、東北部が主であ
り、北タイのチェンコン港では少ない。〇七年の貿易額は一五億バーツ（輸出は前年比一八 ・一％減の八億七〇〇 万バーツ、輸入は前年比一 ・〇％増の六 八〇〇〇万バーツ）である。
軽減のためトンネル、橋および新道が設けられた箇所も多く、磨憨―昆明間が一三四キロ短縮されている。
Ｒ三Ａは、中国の小勐養からチャンラー
イに至る五二八キロであ ラオスは通過点で、その恩恵は小さいとみられ、同国は建設に消極的であったが、〇二年にタイと中国とＡＤＢが融資を決定し〇四年から建設を開始した。フアイサーイとボーテン間の建設に関しタイはタイ寄りの八五キロに二八五〇万米ドル、中国は中国寄りの六九キロに三〇〇〇万米ドル ＡＤＢは中間七四キ ドル融資した。チェンコンとフアイサーイ間の第四メコン友好橋の架橋計画も後述するように進展している。
一方、Ｒ三Ｂは、中国の小勐養から景洪
を経てさらに、ミャンマー マ ンラーやタチレクを経てタイのメーサイやチェンラーイに至る四八三キロである。ミャンマー内の道路は、同国の軍と民間 より建設された。
近年は、回廊を単に道路でなく、本来の












ヒト（人） 246,528 3,392,426 211,720 640,111 236,900
（伸び率　%） （34.1） （5.7） （－10.9） （48.8） （1.9）
車両（台） 5,547 229,393 N.A. 98.765 23,800
（伸び率　%） （－65.8） （11.4） （－48.5）
船舶（艘） 　　N.A. ― 3,653    ― ―
国境貿易
（100万バーツ） 1,555.1 2,861.0 7,204.5
（伸び率　%） （－10.6） （30.0） （－7.1）

















年には、入出国者数約六四万人、入出車両約九万九〇〇〇台、貿易額一億八〇〇〇万米ドル（前年比四二 ・八％） 、貨物輸送量三二万トン （前年比四二 ・ 二％） と伸びている。
この国境地域の課題は、ボーテン国境貿
























マインラー（ミャンマー ・ シャン州。 「モ
ンラー」 ともいう） は、 一九八九年に東シャン州軍がミャンマー軍政と和解し東部シャン州第四特別区となった。マインラーは、中国語を解するシャ 族やワ族もいるが、新たにビジネス 求めて来た中国人が多くチャ ナ・タウンを形成してい 。打洛は、中国政府がインラーのカ ノへの中国人の出入りを禁止する〇三年までは一日に二～三〇〇〇人の中国人観光客で賑わった
が販売されている。この道路から東に三キロ程行くと、新設の第二メーサイ税関に至る。タチレク側では、既存の税関と新税関はボージョ・アウン・サン通りで接続されており、この道路はＲ三Ｂとなりマインラーに至る。
タイの普通車や観光バスはタチレクから
ミャンマ への入国が可能であるが、通常五キロ以内に限定されている。年間約二〇万台の車両が越境している 、タイ人は自動車、ミャンマー人はバイクで越境している。トラックは、 中国とタ からミャンマーに入国できないし、ミャンマーのトラックもタイや中国への越境はできない。二〇〇七年には、約三四〇万人が越境してい が、入出国者の八〇％がタイ人、一六％がミャンマー人、残りの四％ 第三国人である。年間一〇〇万人を超すタイ人が 通行証で越境しており パスポート使用者は数千人に過ぎない。
ミャンマーとタイの国境貿易は同国間の























こでミャンマー、ラオスおよび中国と国境を接しているともいえる。タイの課題は、雲南省との貿易推進のためチェンセーン第二港の円滑な建設である。同港は 中国にとっても雲南省からレムチャバン港を経て諸外国に輸出する中継ハブ して重要である。このチェンセーンや対岸ラオスのトンプンの課題もやはり、中国 経済力をいかに
め、まず、打落国境をタイ人等第三国人も通過可能な第一級国境にさせる必要がある。中国は〇七年一一月批准しているが、ミャンマーの事情で実施されていない。また勐混と打洛間の工事を早急に竣工させ 必要がある。●メコン川ルート
内陸部の雲南省にとって、メコン川の円
滑な水運は死活問題である。二〇〇〇年四月に、ミャンマー、中国、ラオス、タイ間で「メコン川商業航行自由化協定」を締結した。沿線には中国、ラオス、ミャンマーおよびタイの港があり、交易を行っている。チェンセーン港から北に二四〇キロ程遡れば中国雲南省の関累 に、さらに一〇〇キロ遡れば景洪港に至る。また 思茅港は、景洪港からさらに北に八〇キロ遡ったところである。ラオスのシェ コック港は、コン川とＲ三Ａの交差地点 ある。チェセーン港と雲南省の関累や景洪等 との間には貨物船が頻繁に就航しており、またチェン と景洪間には客船 定期便もある。貨物船は、景洪港から港に下りは一二時間程 が上りは二～三日を要する。
チェンセーン港は、チェンラーイから北
東に九六キロ離れており、ミャンマー国境のメーサイから国道一一 九号線に沿って東に三〇キロ程である。また、第四友好橋予定地のチェンコン 五〇キロ程西にある。
チェンセーン港（2008年９月筆者撮影）
